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AI エージェント時代における薬剤師の存在論的再定義 

 

 

2026 年、AI は「情報処理装置」から「行為主体」へと進化しつつある。いわゆる AIエ

ージェントは、単に質問に応答する存在ではなく、自律的に状況を認識し、判断し、行動

を遂行する存在である。この変化は、薬剤師業務の構造そのものを再編する可能性を内包

している。 

 

1. 道具から行為主体へ 

 

従来の AIは、薬物相互作用の警告や処方監査支援など「判断材料の提供」にとどまっ

ていた。しかしエージェント型 AIは、疑義照会案の自動生成、根拠文献の抽出、代替薬

の経済性比較、患者フォローの実行までを一貫して遂行する。 

 すなわち、AI は「知識の補助者」から「行為の実装者」へと移行する。 

この転換は、薬局業務の一部自動化を超え、調剤という行為の意味そのものを問い直

す。 

 

2. 行為の代行と責任の所在 



 

AI エージェントが処方提案を作成し、患者に服薬確認を行い、在庫最適化まで遂行する場

合、薬剤師の役割はどこに残るのか。ここで重要なのは、「行為の実行」と「行為の意味

付与」は異なるという点である。AI は行為を遂行できる。しかし、その行為が患者の人生

において何を意味するのかを引き受けることはできない。 

薬剤師は今後、技術的実行者から、意味の担い手へと移行する。 

 

3. 超高齢社会とエージェント倫理 

 

過疎地域や在宅医療において、AIエージェントは極めて有効である。自律型モニタリン

グ、異常値検知、遠隔連携は、人的資源不足を補完する。しかし同時に問われるのは、

「誰が最終的責任主体なのか」という倫理的課題である。 

AI が提示した最適解は、必ずしも患者の価値観に合致するとは限らない。最適性と善は

一致しない。薬剤師は、アルゴリズムの外部に立つ倫理的存在として、最終判断の責任を

引き受け続けなければならない。 

 

4. 経営構造の変化 

 

AI エージェントは在庫管理、薬価改定予測、地域疾病構造解析を自動化する。経営は高

度に最適化されるだろう。しかし、最適化が進むほど、薬局の個性は希薄化する危険もあ

る。 

ここで問われるのは、薬局とは単なる流通拠点なのか、それとも地域の倫理的インフラ

なのかという問いである。 

 

5. 存在論的再定義 

 

生成 AI の出現は、カメラの発明が芸術を抽象へ向かわせたように、知識労働を再定義

する文明的断絶点である。AIが知識を瞬時に処理し、行為を遂行する時代において、薬剤

師の価値は「情報量」ではなく「存在の質」に移行する。 

 

・患者の不安に沈黙で寄り添う力 

・最適解よりも納得解を選ぶ勇気 

・人生の文脈を読む洞察 

 

これらはエージェントが代替できない領域である。 

 



結語 

 

AI エージェントは薬剤師を不要にするのではなく、むしろ薬剤師をより本質的な存在へ

と押し上げる。行為を AIに委ねることで、意味を引き受ける覚悟が問われる。 

 

石川県薬剤師会は、AI理事を擁しながら、技術導入と倫理設計を同時に進める全国的先

進モデルを目指す。 

 

未来は自動化ではない。 

未来は再定義である。 
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